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ニョロ語動詞アクセント試論

A Tentative Tona! Analysis of Nyoro Verbs 

湯川恭敏

Yasutoshi Yukawa 

はじめに

ニョロ語((0)r~OYOro) というのは、アフリカのウガンダの西部に話されるパントゥ系の

言語で、トーロ語やンコレ語・チガ語と近い。"

本論文でこの言語の表記に用いる子音字とその概略的音価は、次の如くである。ほぼ、

慣用的正書法に従う。

b ([，}-[b])， ch (何])， d ([d])， f ([f])， g ([g])， h ([h])， j ([り~)，

k ([凶)，田([mJ)， 0 ([0])， oy (明)， p ([p])， r ([臥 s([s])， t ([t])， 

w ([w])， y ([j])， z ([z])， m/o (子音前鼻音).

母音字は、次の通りである。

i ([iJ)， e ([e])， a ([a])， 0 ([0])， u ([u]). 

アクセントは、母音(または子音前鼻音)の上の'で『高Jを、 A で『下降調Jを、 vで

f上昇調Jを、無印で「低』をあらわす。

この言語における人称主格・対格接辞3>の形は、次の通りである。
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クラス5)主格接辞・対格接辞は、次の通りである。クラスは、名詞例で示す。ハイフン

は、 (冒頭母音っきの〉接頭辞と語幹の境界を示す。 1，....， VII， IXは単数名調のクラス、

VIIL Xは単複の区別のないクラス、 XI以降は複数名詞のクラスである。アクセント表示

は省略する。

omu-otu r人J 単数3人称に同じ

11. omu-ti r木J

11 1. eri-ioo r歯1，ei-gufa r骨J
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IV．eki-gere「足」kiki

V:en-go「豹」egi

VI.oru-goye「着物」,oru-ra「腸」ruru

VII.aka-nyonyi「烏」kaka

VIII・obu-twa「毒」bubu

IX.oku-tu「耳」kuku

X.otu-ro「眠り」tutu

XI．aba-ntu「人」cf.I.複数3人称に同じ

XII・emi-ti「木」cf.II．egi

XIII.ama-ino「歯」,ama-gufa「骨」,ama-ra「腸」.ama-tu「耳」

cf.III/VI/IX. gaga

XIV.ebi-gere「足」cf.IV．bibi

XV．en-go「豹」,en-goye「着物」cf.V/VI．zizi

XVI.obu-nyonyi「鳥jcf.VII.bubu

この他に、対格接辞の一種として再帰接辞e"があるが、これは直前の母音と融合する。

主格接辞をSであらわすが、単数2人称・3人称（＝クラスI)およびクラスV/XIIの主

格接辞とその他の主格接辞を異なって表記したほうがよい場合があり、そのような場合、

前者をs,、後者をS2で7)あらわす。対格接辞を0であらわし、再帰接辞は、上述の如く直

前の母音と融合してあらわれるので、アクセント表示では、実際の音形であらわす。

この言語の動詞自体は、元来のアクセントの型（他の言語の分析では、A型・B型8)と

呼んでいる）の対立を失っている。

なお、記述の便宜上、語幹が子音ではじまる動詞のみを扱い、語幹が母音ではじまる動

詞についてはあとで触れることにする。あとに目的語等が続く場合、動詞のアクセントに

変化がおこる場合もあるが、この問題についてもあとで触れる。

この言語の南に話されるトー口語がアクセント対立を失っていることと関連があるのか

も知れないが、（このインフォーマントの発音自体が聞き取りにくいのに加えて）アクセ

ントはかなりプレる。9）

§1．不定形

この言語の動詞にも、不定形と呼んでよい形およびその否定形がある。



§1－1．肯定不定形

肯定の不定形（「～すること」の意）は、

oku+(対格接辞+)語幹+a(oは冒頭母音）

という構造を有し、アクセントは、かなりプレるが、次のように表示しうるものであると

推定できそうである。Cは子音(+半母音）を、Vは母音をあらわし、Rは母音もしくは子

音前鼻音(N)をあらわす。Xは任意の音素列を示す。+IIIは、調整規則IIP"を付け加

える必#要がある、の意である。

okuCfcv(R)X(X=Caなら、(R)は(R)となる｡X=0なら､＃はあらわれず､そ

の前のrfはcvとなり､語幹直前の母音が高くなる｡X=0なら､CV(6もZでありう
〃A

るが、cvはcvとなり、語幹直前の母音が高くなる。「調整規則I」と呼ぶ)/

okucncidn(x=caなら、(If)は(R)となる。X=0なら、()内のfはあらわ

れず､その前のctはcvとなり、最初のcvが高くなる。「調整棚UII」と呼ぶ).

okuOCV(R)X(X=Caで､iがあらわれれば､iはRとなる｡あらわれなければ､語

幹直前の母音が高くなる｡X=りなら､iはあらわれず､c<fはcvとなり、語幹直前の

母音とその前の母音が高くなる。「調整規則Ill」と呼ぶ).

okweeĈrf)X(+HI).

okljrya｢食べる」,okijjfjma「罵る」,okuk̂zesa「雇う」，

okub6h6ora「ほどく」,okukir̂nga「煎る」,okup狐druka「飛ぶ」，

okurfisa「食べさせる」.okurfnda「待つ」,okusindi'ka「押す」，

okusiindura「拭く」，

okuzingdrurar(折った部分を）伸ばす、もつれをほぐす」，

okusuur66besa「吊るす」11).

ok(fkfrya「それ（クラスIV)を食べる」.okum(]jdiDa「彼を罵る」,okuffluk6zesa.

okuiiiub6hoora.okubikaranga「それ（クラスXIV)を煎る」,okuiDurfisa,

okumurfnda,okumusffidika,okumusｲfiDuura,okukizffigurura.okukisiifireebesa;

okwêjljnia「自分を罵る」.okweek̂zesa,okweebohoora,okweerAsa,

okweesffmuura.

上の例のうち、okusindｲkaはokusindfkaのように聞こえることもあるが、前者のように

釈する。また、ok血ｲryaはokukfryaのように聞こえることもあるが､前者のように解釈解釈する。また、okukiryaはokukiryaのように聞こえることもあるが、前者のように解釈

する。

63



64

§1－2．否定不定形

§1－1の形に対応する否定形（「～しないこと」の意）は、

oku+ta+(対w格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは次のように表j示しうる。

okutacfa(X=0なら､cfはcvとなり、kuはkdとなる。「調整規則IV｣と呼ぶ).

okutidx.okuteeCfa.

okutrya「食べない」,okutajim「罵らない｣.okutakozesa,okutabohoora.

okut̂papaaruka,okutirfisa.okut̂rfnda,okut̂s'indika,okut企ｲimuura.

okutazfngurura,okut̂sdureebesa;

okutkirya「それを食べない」.okut&nuiuma「彼を罵らない」.okutrfmtikozesa.

okutabohoora.okutamijriisa,okut̂jndrinda,okutam(isindika.okut血企iimuura.

okufakｲzingurura,okutlkfsuureebesa;

okuteejtima「自分を罵る」.okuteek̂zesa.okuteebohoora.okuteerfisa.

okuteeslimuura.

§2．直説法形

直説法形に用いられる語尾としては、a/ire/irege/e/agaがある。なお、複合形はあと

でまとめて扱うことにする。

§2－1．語尾aを用いる形

まず、不定形と同じ語尾を用いる形から見る。

§2－1－1．遠過去形

昨日あるいはそれ以前の過去のある時点において行われた行為をあらわす形は、

主格接辞+ka+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

SkadfcM)X(+I)/SkaCVRĈd)X(+II).SkaOĈcfox(+III).

SkeeCtf(R)X(+III).

akrya「彼は食べた」,akj(j[Da「彼は罵った」,akaW)zesa,akab̂ hoora,

akak̂ranga,akap̂p̂ruka,akarfisa.akarfnda,akasindfka,akasiimuura.

akazingriYura.akasuur66besa;



akakirya｢彼はそれを食べた」,akamfjiuma「彼は彼(別人）を罵った」，

akamukrfzesa.akamub6hoora,akamurfisa.akamurfnda.akamusfndika,

akamusfimuura,akakizffigurura,akakisiidreebesa;

akêjdma「彼は自分を罵った」.akeek6zesa,akeebtfhoora,akeerfisa.

akeesfimuura.

akk{ryaは、akakｲryaと聞こえることもあるが、確認した結果、前者の如く解釈する。

§2－1－2．現在形

いつも行われる行為をあらわす形は、

主格接辞＋（対格接辞＋）語幹+a

という構造を有し、主格接辞＋再帰接辞の形は単数l～3人称でnyee/owe/ayeとなる。こ

れらも含めて、Seであらわすことになる。アクセントは、次のように表示しうる。

SXfca(X=Cなら､iはfでありそのfはVとなる｡1-0なら､iも2である。
「調整規則V」と呼ぶ)，

SOxfei(X=0なら､iもりであるが、CaはC3となり、語幹直前の母音が高くなる。

､「調整規則VI」と呼ぶ),

SeX&a(+VI).

arya「彼は食べる」,aiuma「彼は罵る」.akozesa.aboho6ra.akarâga.

apapaaruka.arifsa.arifida,asindfka,asiimudra,azingurtfra,asuureebesa;

akfrya「彼はそれを食べる」,amujfjma「彼は彼を恩る」.amukozesa.amubohôra.

abikaranga,amurifsa,amurîda.amusind伽,amusiimudra,akizinguriira,

akisuureebesa;

ayejtjma「彼は自分を罵る」,ayekozesa,ayebohoora.ayerifsa.ayesiimutira;

barya「彼らは食べる」.bajuma.bakozlsa.etc.;

bakfrya.bamujiima.bamukoẑsa.etc.;

beejdma.beekozsa,etc.

§2－1－3．現在進行形

今行われている行為をあらわす形は、

主格接辞+ku+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。
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Skudctf(R)X(+I)/SkuCVRCVClbx(+II).SkuOctfd)X(+III),

SkweeCtfdbx(+III).

akiirya｢彼は食べている」.akfijlima「彼は罵っている」,akuk6z(3sa,akub̂hoora,

akukaranga,akup̂pâruka,akurfisa,akurfnda,akusindfka,akusiimdura.

akuzingurura,akusuureebesa;

akukfrya「彼はそれを食べている」,akumujuma「彼は彼を罵っている」，

akumuk6zesa.akumubohoora,akubikaranga,akumurfisa.akumurfnda,

akumusftidika,akumusf｛muura,akukizfngurura,akukisuureebesa;

akwejtima「彼は自分を罵っている」.akweekozesa,akweeb6hoora.akweerfisa.

akweesｲｲmuura.

§2－1－4．…続形

まだ行われている行為をあらわす形は、

主格接辞+kyaa+(対ﾌ賂3尭牌+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは次の如く表示しうる。再帰接辞はyeであらわれるが、そ

の前では、kyaaはkyaとなるようである。

SkyaaCfe(X=必なら、ĉはcvとなりkyaaはkyaaとなる。「調整蝿lVIIjと呼ぶ).

Skyaadx.SkyayeX.

akŷ arya「彼はまだ食べている」,akyaajdma「彼はまだ罵っている」，

akyaak6zesa.akyaab6hoora,akyaap̂paaruka.akyaarfisa.akyaa㎡nda.

akyaasｲndika.akyaasfimuura,akyaazlngurura.akyaasiiureebesa;

akyaakfrya「彼はまだそれを食べている」，

akyaamdjuma「彼はまだ彼を罵っている」.akyaamtikozesa.akyaamubohoora.

akyaam(jriisa,akyaam(frinda,akyaamusindika,akyaamlisiimuura,

akyaakｲzingurura,akyaakfsuureebesa;

akyaŷjuma「彼はまだ自分を罵っている」,akyayekozesa,akyayebohoora.

akyaŷriisa,akyayesiimuura.

akyaaj(fmaは時にakyaaj(imaと聞こえることもあるが、確認した結果、前者の如くに解

釈する。ただし、後者のような発音も存在する可能性がある。存在するなら、おそらく、

--ckkin(+I)/～cvKkin(+II)というアクセントからの類推として生じた

ものであろう。§2－1－3参照。また、この形のアクセントは、他の活用形のそれとは



かなり異なり、異質な形の混入の可能性がある。

§2－1－5．未来形（1）

その日、翌日、翌々日くらいに行われる行為をあらわす形は、

主格接辞+ija+ku+(対格接辞+)語幹+a

という構造のものがある。主格接辞+ijaの形は、nyija/oija/aija/twiija/mwiija/baija

等々である。アクセントは次の如く表示しうる。

SijakuCtWdOX(+I)/SijakuCVRCvd)X(+II),SijakuOCvd)X(tIII),
Sijakweectf(lDX(+III).

aijakurya「彼は食べる」,aijakujljma「彼は罵る」,aijakukozesa,

aijakub6h6ora,aijakukarlinga,aijakup̂paaruka,aijakurlisa,aijakurfnda,

aijakusindfka,aijakusiimdura,aijakuzingtirura,aijakusuureebesa;

aijaktikｲrya「彼はそれを食べる」,aijakumljjfjma「彼は彼を罵る」，

aijakumuk6zesa,aijakumubtihoora,aijakubik̂ranga,aijakumurfisa,

aijakumurfnda,aijakumusffidika,aijakumusffmuura,aijakukiẑgurura.

aijakukisfiureebesa;

aijakweejuma「彼は自分を罵る｣,aijakweek6zesa,aijakweeb̂hoora.

aijakweerfisa,aijakweesfimuura.

主格接辞+ija+kuの代わりに、主格接辞iijaaを用いる形も、（多分、語幹がCだけか

ら成る動詞を除き）可能なようである。kuが高い場合でも、ijaaの最後のaは高くならな

い。

aijaajdfma,etc.

§2－1－6．未来形（2）

§2－1－5の形と同様の意味をあらわす形は、

主格接辞+raa+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは次の如く表示しうる。raaは再帰接辞の前では短くなる

ようである。

SraaXRCa(X=0なら､iもZであるが､CaはCa*となる。「調整規則VIII」と呼ぶ).

SraaOXlfoi(+VI),SrayeXfca(+VI).

araarya「彼は食べるJ,araajtima「彼は罵る」,araakozesa,araabohoora,
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araasiimudra.araakararfga,araapapaaruka,araarifsa,araarifida,araasindfka,araasiimul

araazingurfira,araasuureebsa;

araakfrya「彼はそれを食べる」,araamujlma｢彼は彼を罵る」,araamukozesa.

araamubohoora,araabikaranga,araamuriｲsa,araamurinda,araamusindfka.

araamusiimutfra,araakizingurtfra,araakisuureebesa;

arayejifma「彼は自分を罵る」,arayekozesa,arayebohotfra,arayerifsa.

arayesiimutfra.

§2－1－7．遠未来形

翌々日もしくはそれより後に行われる行為をあらわす形は、

主格接辞+ri+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有する。

A型:SriXRCa(+VI),SriOxfca(+VI).SryeeXRCa(+VI).

arfrya｢彼は食べる」.arijtfma「彼は罵る」,arikozsa,aribohodra.

arikaradga,aripapaardka,aririfsa,aririflda,arisindfka,arisiimutira.

arizingurura,arisuureebesa;

arikfry3「彼はそれを食べる」,ariamujtjma「彼は彼を罵る」,arimukoẑsa,

arimubohoora,aribikaranga,arimurifsa,arimurinda,arimusindfka,

arimusiimutfra,arikizingurura,arikisuureebsa;

aryeej血a「彼は自分を罵る」,aryeekozsa,aryeebohotfra,aryeerifsa,

aryeesiimutfra.

§2－1－8．現在否定形

2－1－2の形に対応する否定形は、

ti+主格接辞+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは次の如く表示しうる。ti+主格接辞の形は、という構造を有し、アクセントは次の如く表示しうる。ti+主格接辞の形は、単数2人称

・3人称・クラスV/XIIで、to/ta/teであり、これを%であらわす。その他の場合は、

tiSzであらわす。単数2人称・3人称・クラスV/XIIのti+主格接辞＋再帰接辞の形は、

towe/taye/teyeである。

'S.xfci(+VI),'S.Oxfca(+VI),tiS.eXRCa(+VI).

tiSzXfca(+VI),tiSzOXRCa(+VI),tiS.eXfca(+VI).

､



try3「彼は食べない」,taitima「彼は罵らない」,takozesa,tabohoffra.

takaranga,tapapaaruka,tarifsa,tariffda,tasindfka,tasiimuljra,

tazingurdra,tasuureebesa;

takｲrya「彼はそれを食べない」,tamujtima「彼は彼を罵らない」,tamukozsa.

tamubohotfra,tabikaraUga,tamurifsa,tamurifida,tamusindfka,tamusiimufira.

takizingurijra,takisuureebesa;

tayejdma「彼は自分を罵らないJ,tayekozsa,tayeboho6ra,tayerifsa.

tayesiimuura;

tibarya「彼らは食べない」,tibajtima,etc.;

tibakfrya,tibamujiima,etc.;

tibeejiima,etc.

§2－1－9．鮎進行否定形

§2－1－3の形に対応する否定形は、

ti+主格接葡辞+ku+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有する。アクセントは、次の如く表示しうる。

*S,kuĈĈ(R)X(X=Caなら、(If)は(R)となる｡X=‘なら､＃はあらわれず、

その前のdはcvとなる｡X=0なら､直前のokhもZでありうるが､Cfはc↑とな

る。「調整規則IX」と呼ぶ)/
〃

、SlkuCVRCf(i)X（＋11），

Ŝ.kuOCtfcftx(X=Caで､iがあらわれれば､fはRとなる。あらわれなければ、

語幹直前の母音が高くなる｡1-0なら､iはあらわれず､cfはCfとなり､語幹直

前の母音が高くなる。「調整規則X」と呼ぶ)，

*S,kweeĈ(R)X(+X):

tiS2kuĈĈ(6x(+IX)/tî2kuCVRcW)X(+II),tî20cW)X(+X),

tiS2kweecW)X(+X).

takury3「彼は食べていない」,tdkuj(ima｢彼は罵っていない」,tlikukoẑsa.

takub6h6ora,takukardnga,t̂kup̂P̂ r̂uka,t̂kurfisa,takurｲnda,t̂kusindfka.

t̂kusiimiiura,tkuzing(irura,takusuurêbesa;

takukfrya「彼はそれを食べていない」,t̂ kumdjlima｢彼は彼を罵っていない」，

tkumuk(̂zesa,t̂kumub6hoora,takubik̂ranga.t̂kumu㎡isa,tAkumurfnda,
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takumusffidika,tikumusfimuura,takukizffigurura,tkukis(f(ireebesa;

tikweej(jiM「彼は自分を罵っていない」,ttikweektfzesa,tkweeb6hoora.

tdkweerfisa,tdkweesfimuura;

tib̂kurya「彼らは食べていない」,tibikujdma,tibkuk6zsa,etc.;

tibakukfrya,tib̂kumu'juma,tibakumukozesa,etc.;

tibakwej<fma,tibcikweekozesa,etc.;

tfnkurya｢私は食べていない」,tffikujdma,tiiikukozesa,etc.

titfは､直後が低いのでst荊となっていると考えられる｡§2－1-12および§2－

2－－3参照。また、tiakumukozesaはしばしば随kumukozesaと発音されたが、同じ構造の動

詞を用いて確認した結果、前者の如く解釈した。

§2－1－10．現在継続否定形

§2－1－4の形に対応する否定形は、

ti+主格接辞+kyaa+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次の如く表示しうる。再帰接辞の前では、kyaaはkya

となるようである。

'SikyaaCfa(+VII),%kyaa6x,'S,kyayX;

tiSzkyaacfa(+VII),tiSakyaadx,tiSzkyayeX.

takyiarya「彼はもう食べていない」,takyaajtjma「彼はもう罵っていない」，

takyaaktfzesa,takyaabtfhoora,takyaap̂paaruka,takyaarfisa,takyaarfnda,

takyaasfndika,takyaasfimuura,takyaazｲngurura,takyaastfureebesa;

takyaakfrya「彼はもうそれを食べていない」，

takyaamdjuma「彼はもう彼を罵っていない」,takyaamukozesa,takyaamubohoora.

takyaamdriisa,takyaamtfrinda,takyaamusindika,takyaamusiimuura.

takyaakfzingurura,takyaakｲsuureebesa;

takyayjuma「彼はもう自分を罵っていない」,takyaŷkozesa,takyaŷbohoora.

takyayeriisa,takyaŷsiimuura;

tibakyliarya「彼らはもう食べていない」,tibakyaajuma,etc.；

tibakyaakｲrya,tibakyaamffjuma,etc.;

tibakyaŷjuma,etc.



§2－1－11．未来否濁杉（1）

§2－1－5の形に対応する否定形は、

ti+主格接辞+ija+ku+(対格接辞+)語幹+a

という構造のものがあり、アクセントは次の如くである。

*S,iĵkuCtfĉ(l{)X(+IX)/'S,ijAkuCVRĈ(R)X(+II),

Ŝ,ijakuOcW)X(+X),̂S.ijAkweeĈX(+X).

tiS2iĵkuĈĈ(lf)X(+IX)/tiS2iĵkuCVRĈ(lf)X(+II),

tiS2ijAkuOC((fox(+X),tiS2ijAkweeĈ(l6x(+X).

taijikurya｢彼は食べない」,taiĵkujdma「彼は罵らない」,taijAkuk6:̂sa,

taijAkub̂h6ora,taijAkukaranga,taijAkup師緬ruka,taijAkurｲisa.

taijAkurfnda,taijAkusindfka,taijdkusiimtiura,taijAkuzingHrura,

taijAkusuur̂ebesa;

taijAkukfrya｢彼はそれを食べない」,taijdkumtfjdma「彼は彼を罵らない」，

taijAkumukozesa,taijAkumubohoora,taijAkubikaranga,taiĵkumurfisa.

taijAkumurfnda,taijAkumusｲndika,taijAkumusffmuura,taijAkukizf̂gurura,

taijakukisddreebesa;

taijakweAjuma「彼は自分を罵らない」,taijAkweek6zesa,taijAkweeb̂hoora,

taijAkweerfisa,taijAkweesffmuura;

tibaijAkurya｢彼らは食べない」.tibaijAkujma,tibaijakukozesa,etc.;

tibaiĵkukirya,tibaijAkum命血a.tibaijAkumukozesa,etc.;

tibaiJMweAjAma,tibaijAkweek̂zesa,etc.

§2－1－12．遠未来否定形

§2－1－7の形に対応する否定形は、

ti+主格接辞+ri+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次の如く表示しうる。

,̂nX,*S,riOX,*S,ryeeX;tiSzrfx,tiSzrfoX,tiSzryeeX.

tarfrya「彼は食べない」,tarfjuma｢彼は罵らない」,t溢血ozesa,t金ｲb

tArfpapaaruka,tarfriisa,tArfrinda,tArfsindika,tArfsiimuura.

tarfzingurura,tarfsuureebesa;

tArfkirya「彼はそれを食べない」,t金ｲmujuma｢彼は彼を罵らない」，

ohoora.
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tArfmukozesa,tArimubohoora,tArfmuriisa,tArmurinda,tArfmusindika,

tArfmusiimuura,tArfkizingurura,tArfkisuureebesa;

tArylejuma「彼は自分を罵らない」,tArŷekozesa,tArŷebohoora,tArŷeriisa,

taryeesiimuura;

tib̂rfrya「彼らは食べない」,tib金fjuma,etc.;

tibArfkirya,tib̂frfmujuma,etc.;

tibAryiejuma,etc.;

tindfrya「私は食べない」,tindfjuma,tindfkozesa,etc.

titfは､直後が高いので、UNとなっていると考えられる。§2－1－9および§2－

2－3参照。

§2－2．語尾ireを用いる形

次に、語尾としてireを用いる形を見る。

語尾ireは、語幹最後の母音がe/oの場合、ereとなり、また、i/eの前で語幹末子音

tはsに、d/rはzに変わる。さらに、語幹+ireの形には次のような規則的例外がある。

(1)語幹がirによって延長されている場合、それがとれてiireがつく。

（2）語幹が(u)urによって延長されている場合、それがとれてwiireがつく。

（3）語幹がis/esによって延長されている場合、ize/ezeがつく。

その他にも規則的例外があり、個別的例外もあるようであるが、詳細は省略する。以下に

例としてあげる動詞の語幹+ireの形を示す。アクセントを捨象した形であげる。

okdrya:riire,okdjdma:jumire,okukAzesa:kozeseze,okurfisa:riisize,

okurfnda:rinzire,okusindfka:sindikire,okusiimdura:siimwiire.

okuzingdrura:zingurwiire.

§2－2－1．現在完了形

既に行われた行為をあらわす形は、

主格接辞＋（対格接辞＋）語幹+ire

という構造を有し、アクセントは次のように表示しうる。

Sxfae,SOXfce,Sexfee.

arifre「彼は食べた」,ajumｲre「彼は罵った」,akozeseze,ariisfze,

arinzfre,asindikfre,asiimwifre,azingurwifre;



akirifre「彼はそれを食べた」,amuju㎡re「彼は彼を罵った」,amukozeseze,

amuriisfze,amurinzfre,amusindikfre,amusiimwifre,akizingurwifre;

ayejumfre「彼は自分を罵った」,ayekozeseze,ayeriisfze,ayesiimwiｲre;

barifre「彼らは食べた」,baju㎡re,etc.；

bakirifre,bamujumfre,etc.;

beeju㎡re,etc.

§2－2－2．現在完了否定形

§2－2－1の形に対応する否定:形は、

ti+主格接辞+(対'格接辞+)語幹+ire

という構造を有する。アクセントは次のように表示しうる。

%xfce,'SiOXfce,、S,eXlfce;tiSzXfce,tiSzOXfce,tiSzexfce.

tari｛re「彼は食べなかった」,taju㎡re「彼は罵らなかった」,takozesAze,

tariisfze,tarinzfre,tasindikfre,tasiimwifre,tazingurwifre;

takirifre「彼はそれを食べなかった」,tamujumfre「彼は彼を罵らなかった」，

tamukozeseze,tamuriisfze,tamurinzfre,tamusindikfre,tamusiimwifre.

takizingurwifre;

tayeju㎡re｢彼は自分を罵らなかった」,tayekozeŝze,tayeriisfze,

tayesiimwifre;

tibarifre,tibajumfre,tibakozesAze,etc.；

tibakirifre,tibamujumfre,tibamukozeseze,etc.;

tibeejumfre,tibeekozesAze,etc.

§2－2－3．未然形

ある行為が行われるはずだが、まだ行われていないことをあらわす形は、

ti+主格接辞+ka+(対格接辞+)語幹+ire

という構造を有する。アクセントは次のように表示しうる。

'S,kaCV(R)CV(i6x(X=Ceなら、(If)は(R)となる｡X=0なら､直前のiはあら

われず､その前のcfはcvとなり、その前のRがあらわれ､そのRはiとなる。「調

整規則XI」と呼ぶ),

､§,kaOCV(ibx(X=Ceなら、(6は(R)となる。「調整規則XII」と呼ぶ),
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'S,keCtfd)X(+XII);

tî2kicV(R)ctf(R)X(+XI),ti&kaOdfcfox(+XII),

tiLkeeCkbli+XII).

takarifre「彼はまだ食べていない」,takajumire「彼はまだ罵っていない」，

t6k6kozAseze,tikariisfze.t̂kArinzfre,tAkAsindfkire,tAkAsiimwfire,

t§k&zingdrwiire;

t3kakirｲire「彼はまだそれを食べていない」，

tAkAmujAmire「彼はまだ彼を罵っていない」,takmuk6zeseze,takamurnsize,

tAkamurfdzire,tAkAmusfddikire,takAmusflmwiire,tAkAkizfAgurwiire;

tkejdmire「彼はまだ自分を罵っていない」,tcikeek6zeseze,tAkderffsize,

tAk̂esffmwiire;

tib3焔rifre,tibAkAju㎡re,etc.;

tibAkAkirfire,tibAkAmujdmire,etc.;

tibAk&ejdmire,etc.;

tinkArifre「私はまだ食べていない」,tink̂jumfre,etc.

titfは､直後が高いので､UNとなっていると考えられる。§2－1－9および§2－

1－12参照。また、takarifre,tAk&jumfre,takArinzfreの語幹内部の「高」については

少し暖昧な発音が録音されているが、何度も録音を聞き直した結果、「高」があると判断

した。

§2－3．語尾iregeを用いる形

語幹+iregeは、形の上から見れば、上に見た語幹lireの形にgeを続けたものである。

§2－3－1．近過去形

その日に行われた行為をあらわす形は、

主格接辞＋（対格接辞＋）語幹+irege

という構造を有し、アクセントは次のように表示しうる。

SXCege,SOXCAge,SeXCAge.

ariirege「彼は食べた」,ajumirAge「彼は罵った」,akozesezAge,ariisizAge,

arinzirAge,asindikirAge,asiimwiirAge,azingurwiirAge;

akiriirAge｢彼はそれを食べた」,amujumirAge「彼は彼を罵:った」，



amukozesezAge,amuriisizege,amurinzirege,amusindikirAge,amusiimwiirege,

akizingurwiirege;

ayejumirAge「彼は自分を罵った｣,ayekozesezege,ayeriisizege.
．．．、ノ

ayesnmwiirege;

bariirAge「彼らは食べた」,bajumirAge.etc.;

bakiriirAge,bamujumirege,etc.;

beejumirege,etc.

§2－3－2．近過去否定形

§2－3－1の形に対応する否定形は、

ti+主格接謂I+(対格接辞+)語幹+irege

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

、S1XfC､ge，､S10X脳ge,､S1eXfb6ge;tiSzXfC生e,tiSzOX允全e,tiSzeXVCege.
〃／

tarifrAge「彼は食べなかった｣,taju㎡r̂ge｢彼は罵らなかった｣，

takozeŝzege,tariisfzege,tarinzfrege,tasindik介金e,tasiimwifrege.

tazingurwifrege;

takirifrege「彼はそれを食べなかった」，

tamuju㎡rAge｢彼は彼を罵らなかった」,tamukozesezege,tamuriisfzAge,

tamurinz介ege,tamusindikfrege,tamusiimwifrAge,takizingurwifrege;

tayeju㎡rege「彼は自分を罵らなかった」,tayekozesAzAge,tayeriisfzege.

tayesiimwifrege;

tibarifrege,tibajumfrege,etc.;

tibakirifrege,tibamuju㎡rAge,etc.;

tibeejumfrAge,etc.

§2－4．語尾eを用いる形

語尾eの前では、ire/ereの前のような、語幹末子音の変化はおこらないようである。

§2－4－1．遠過去否定形

§2－1－1の形に対応する否定形は、

主格接辞+ta+(対格接辞+)語幹+e
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という構造を有し、アクセントは次のように表示しうる。

StaXRCe(X=0ならiもりであるが､CeはC'eとなり、語幹直前の母音が高くなる。

J調整規則XIII」と呼ぶ),

StaOXlfce(+XIII).SteeOXfce(+XIII).

atArye｢彼は食べなかった」,atajdme「彼は罵らなかった」,atakozese,

atarifse,atariAde,atasindfke,atasiimuAre,atazingurAre;

atakfrye「彼はそれを食べなかった」,atamujAme「彼は彼を罵らなかった」，

atamukozAse,atamurifse,atamurinde,atamusindfke,atamusiimuAre,

atakizingurtjre;

ateejdme「彼は自分を罵らなかった」,ateekozese,ateerifse,ateerinde.

ateesindfke,ateesiimutire.

§2－4－2．未来否定形（2）

§2－1－6の形に対応する否定＃形は、

ti+主格接辞+raa+(対格接辞+)語幹+e

という構造を有し、アクセントは次のように表財示しうる。raaは再帰接割吟の前では短くな

るようである。

'S.raaXfce(X=0なら､《も"であるが､Ceはegとなる。「調整棚1XIV」と呼
ぶ)，

'S.raaOXRCe(+XIII),、S.rayerfce(+XIII);

tiSzraaXfce(+XIV),tiSzraaOXfce(+XIII),tiSzrayeXRCe(+XIII).

taraarye｢彼は食べない」,taraajAme「彼は罵らない」,taraakozese,

taraarifse,taraariAde,taraasindfke,taraasiimuAre,taraazingurure;

taraakfrye｢彼はそれを食べない」,taraamujdme「彼は彼を罵らない」，

taraamukozAse,taraamurifse,taraamurinde,taraamusindｲke,taraamusiimuAre,

taraakizingurure;

tarayejAme「彼は自分を罵らない」,tarayekozAse,tarayerifse,tarayesiimuAre;

tibaraarye｢彼らは食べない」,tibaraajtfme,etc.

§2－5．語尾agaを用いる形



§2－5－1．遠過去習慣形

過去においてある行為を行う習慣があったことをあらわす形は、

主格接辞+a+(対格接辞+)語幹-I-aga

という構造を有し、主格接辞+aの形は、単数1．2．3人称でnya/wa/aである。アクセン

トは、次のように表示しうる。

SaXAga,SaOXAga,SayeXaga.

aryaAga「彼はよく食べた」,ajumAga「彼はよく罵った」,akozesAga,ariisaga,

arind̂ga,asindikAga,asiimuurAga,azingururaga;

akiryaAga「彼はよくそれを食べた」,amujumAga「彼はよく彼を罵った」，

amukozesAga,amuriisaga,amurindAga,amusindikAga,amusiimuurAga,

akizingururAga;

ayejumAga「彼はよく自分を罵った｣,ayekozesAga,ayeriisAga,ayesiimuuraga;

baaryaaga「彼らはよく食べた」,baajumaga,etc.;

baakiryaAga,baamujumaga,etc.;

baayejumAga,etc.

この形によって、過去において進行中だった行為をあらわすことも可能かも知れない。

§2－5－2．経験否定形

ある行為を行ったことがないことをあらわす形は、

ti+主格接辞+ka+(対格接辞+)語幹+aga

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

'S.kaXAga,'S,kaOXaga,'S.kAeXaga;tiSzkAxAga,tiSzkaOXAga,tiSzkeeXaga.

takaryaaga｢彼は食べたことがない｣,takAjumAga｢彼は罵ったことがない」，

takAkozesaga,takAriisAga,takarindaga,takasindikaga,takAsiimuurAga,

takAzingururaga;
〃

takAkiryaAga｢彼はそれを食べたことがない｣，

takamujumAga｢彼は彼を罵ったことがない｣,takAmukozesAga,takAmuriisAga,

takAmurindAga,takAmusindikAga,takamusiimuurAga,takakizingururaga;

takAejumAga「彼は自分を罵ったことがない」,takeekozesAga,takeeriisAga,

takeesiimuuraga;

tibakaryaAga,UbakAjumAga,etc.
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なお、語尾agaを用いたこの形がどうして経験否定形と呼びうる形になっているのか、

明らかでない。

§2－6．複合形

この言語の「～である」という動詞（いわゆるコピュラ）の活用形は、次のような構造

を有し、動詞複合活用形に用いられる場合のアクセントは、その右側に記す通りである。

遠過去形： 主格接辞+ka+ba Skaba

近過去形： 主格接辞+bairege SbairegA

未来形： 主格接辞+ija+ku+ba SijakAba

主格接辞+raa+ba Sraaba

遠未来形： 主格接辞+ri+ba Sriba

(SijakAb5は、こう録音されているが、Sijaku随も可能かも知れない。）

これらのあとに、構造は

ni+主格接辞+(対格接辞+)語幹+a

(ni+主格接辞の単数2．3人称の形は、noo/naa)、

アクセントは

niSXRCa(+VI),niSOxfca(+VI),niSeXlfca(+VI)niSXRCa（＋Vl），niSOXiCa（＋Vl），niSeX#Ca（＋Vl）

（§2－1－2の形に低いniを前接させたものだが、対格接辞があらわれなくても、

調整規則はVでなくVIであることに注意。niturya/nitujumaといった発音でなく、

niturya/nitAjdmaなのである。）

の形を続けると、「遠過去進行形」、「近過去進行形j、「未来進行形」、「遠未来進行

形」となる。なお、今見た形自体は、「～しながら」「～しているのを」といった意味で

用いられる。「現在分詞」と呼んでよいものである。

コピュラの活用形に、構造は

主格接辞+kyaa+(対格接辞+)語幹+a，

アクセントは

SkyaaClfx(+VII),Skyaadx,SkyayeX

の形を続けると、「遠過去継続形」、「近過去継続形」、「未来継続形」、「遠未来継続

形」となる。

コピュラの活用形に、構造は

主格接辞+ta+ku+(対格接辞+)語幹+a、



アクセントは

StAkuCVctf(lf)X(+IX)/StAkuCVRcftfox(+II),StAkuOctf(lf)X(+X),

StakweectfdfH(+X)

の形を続けると、「遠過去進行否定形」、「近過去進行否定形」、「未来進行否定形」、

「遠未来進行否定形」となる。なお、今見た形自体は､「～しないで」「～していないの

を」といった意味で用いられる。「現在分詞否定形」と呼んでよいものである。

コピユラの活用形に、構造は

主格接辞＋（対格接辞＋）語幹+ire、

アクセントは

§ckmx(+xii),dx,setfdn(+xn)

の形を続けると、「遠過去完了形」、「近過去完了形」、「未来完了形」、「遠未来完了

形」となる。なお、今見た形自体は、「完了分詞」と呼んでよいものである。

コピュラの活用形に、構造は

主格接辞+ta+ka+(対格接辞+)語幹+ire、

アクセントは

StakaCV(R)ctf(fox(+XI),StAkA0Clf(lf)X(+XII),StAkeeCtfclOX(+XII)

の形を続けると、「遠過去完了否定形」、「近過去完了否定形」、「未来完了否定形」、

「遠未来完了否定形」となる。なお、今見た形自体は、「～しないうちに」といった意味

で用いられる。「完了分詞否定形」と呼んでよいものである。

「～進行形」で例をあげる。

akabanaajuma 「彼は罵っていた」

abairegenaajuma「彼は罵っていた」

aijakAbAnaajAma「彼は罵っている（だろう)J

araabanaajuma 「彼は罵っている（だろう）」

aribanaajAma 「彼は罵っている（だろう）」

「遠過去継続形」、「遠過去進行否定形」、「遠過去完了形」、「遠過去完了否定形」

の例をあげる。

akabaakyaajAma「彼はまだ罵っていた」

akabaatAkujuma「彼は罵っていなかった」

akabaajAmire 「彼はもう罵っていた」

akabaatakajumfre「彼はまだ罵っていなかった」
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§3．命令・禁止形

§3－1．命令形

相手が単数の場合と複数の場合では、命令に用いられる形が異なる。対複数命令形は、

あとで見る接続法形複数2人称形を用いるので、ここでは触れない。

相手が単数の場合の命令形は、

（単数1人称対格接辞＋）語幹+a あるいは対格接辞＋語幹+e

という構造を有する。再帰接辞があらわれる場合は、接続法形を用いるので、ここでは触

れない。アクセントは、次のように表示しうる。単数1人称対格接辞は、Nであらわす。

xctfc6cfca(X=0なら､cM)もりでありうるが､CaはcSとなる｡その場合､cfも

りでありうる。「調整規則剛」と呼ぶ)/XctfRCa.
NXCV(R)CVCa(+XV)/NXcfaCa.

OXRCe(X=0なら＃もpであるが､語幹直前の母音が高くなる。「調整棚ﾘXVI」

と呼ぶ)．

rya「食べろ｣.j雌｢罵れ｣,kAzAsa,s仙伽a,papaaruka,zing耐缶a,.

migiitfrfza「押し縮めよ」,rfisa,rfnda,bohAora,karAnga,siimAura;

njuina「私を罵れ」,nkAzAsa,nsfndfka,ndfisa,ndfnda,nsii㎡ura;

kfrye「それを食べろ」,muj鮒｢彼を罵れ｣,mukozAse,mubohoore,bikaraAge,

murifse,murinde,musindfke,musiimuAre,kizingurure.

§3－2．禁止形

相手に禁止する場合の形は、

主格接辞+ta+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。主格接辞は、もちろん、2人

称のそれである。ただし、この形は、あとでも触れるように、接続法否定形である。

Staxfca(X=｡なら､iもZであるが､語幹直前の母音が高くなる。「調整規則

XVII」と呼ぶ).

StaOXRCa(+XVII),SteeXlfcA(+XVII).

otaryオ｢食べるな」,otaj伽「罵るな」,otakozAsa,otabohoora,otapapaarukA,

otarifsa,otarinda,otasindfka,otasiimuAr̂,otazingurAra;

otakfrya「それを食べるな」,otamuj耐「彼を罵るな」,otamukozAsa,



otamubohoAra,otamurifsa,otamuriAda,otamusindfka,otamusiimuura.

otakizingurAra;

oteejAma｢自分を罵るな」,oteekozAsS,oteebohoAra,oteerifsa,oteeriAda,

oteesiimudrA;

mutAryar(君たち）食べるな」,mutaj血3｢罵るな」,etc.

§4．接続法形

「～が～するように」と訳すと何となく意味の通じる形があり、「接続法」と呼ばれる

ことが多い。ここでは、その形とそれに対応する否定形を見る。

§4－1．接続法形

肯定の接続法形は、

主格接辞＋（対格接辞＋）語幹+e

という構造を有し、アクセントは次のように表示しうる。

SXRCe(+XVI),SOXlfCe(+XVI),SeXfce(+XVI).

arye｢彼が食べるように」,aj雌「彼が罵るように｣,akozAse,abohoAre,

ariise,ariAde,asindfke,asiimuAre,azingurAre;

akiry｢彼がそれを食べるように」,amuj雌「彼が彼を罵るように」,amukozAsS,

amubohoAre,amurifse,amurinde,amusindfke,amusiimuljre,akizingurtfre;

ayejAme「彼が自分を罵るように」,ayekozAse,ayebohoAre,ayerifse,ayerinde,

ayesiimuAre.

なお、「～しよう」と誘いかける形は、この形の複数1人称形であり、複数の相手に命

令する場合や、相手が単数でも「自分を～せよ」という場合には、この形が用いられる。

turi伽「待とう」

muriifder(君たち）待て」

wesiimuAre､「自分（の体）を拭け」

§4－2．接続法否定形

否定の接続法形は、§3－2に見た形と同じであるが、禁止の場合は主格接辞が2人称

に限定されたのに対し、この場合はそう限定されるわけではない。

batajm3｢彼らが罵らないように」
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§5．連体修飾形

次に、動詞がうしろから名詞を修飾する時の形のうちの主要なものを見る。

§5－1．直接修飾形

動詞のあらわす行為の主体が被修飾名詞のあらわすものと一致する場合（「直接修飾」

と呼ぼう）をまず見る。

§5－1－1．遠過去形

§2－1－1の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+a+(対格接辞+)語幹+ire

という構造を有する。冒頭母音は、主格接辞の母音がu/i/aのどれであるかによって、0/

e/aとなる。単数3人称（クラスI)とクラスV/XIIの冒頭母音＋主格接辞+aの形はaya/

eyaである。アクセントは次のように表示しうる。冒頭母音はVであらわす。Sa+aでも、

､対格接辞の前では短いようである。

VStaxfcke/VSiaXĈCe,VS,aOX̂cfce/VS.aOXĈCe.

VS,ayeXfĉCe/VS,ayeXcWce;

VSzaaxfcfCe/VSzaaXĈCe.VSzaOXfclfCe/VSzaOXCWCe,VS2aaXiCfCe／VS2aaXCfVCe,VS2aOXiCfCe／VS2aOXCWCe，

VSzayeXRĈCe/VSzayeXcWce.

omufituayarfire「食べた人」，～ayaj血ｲre「罵った人」，～ayakozesAze,

âyarifsfze.～ayariAzｲre.～ayasindfkfre.～ayasiimwfire.
．〃．

~ayazingurwiire;

omuntuayakirfire「それを食べた人」，～ayamujumfre「彼を罵った人」，

~ayamukozAsAze,～ayamurifsfze.～ayamuriAzfre,～ayamusindfkfre.

~ayamusiimwfire.～ayakizingurwiire;

omdntuayayejAmfre「自分を罵った人」，～ayayekozAsAze,～ayayerifsｲze,

~ayayesiimwfire;

abAAtuabaarfire「食べた人々」，～abaaj伽｛re,etc.;

abidtuabakirｲire.～abamujumfre,etc.;

abAAtuabayejd㎡re,etc.



§5－1－2.遠過去習脇

§2－5－1の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+a+(対格接辞+)語幹+aga

という構造を有する。主梱妾辞+母音は常に長い。単数3人称（クラスI)とクラスV/XII

の冒頭母音＋主格接辞+aの形はayaa/eyaaである。アクセントは次のように表示しうる。

データが一部で(okAryaおよび長い動詞に関して）不足している。

VSaCftjAga(X=②なら、直後のAはXとなる。「調整規則WIll」と呼ぶ).

VSadxAga,VSeCfeAga(+XVIII).

omdntuayaajAmsfga「よく罵った人｣，～ayaakozesAga,～ayaarfisAga,

âyaarfndAga;

omdntuayaamdjumAga「よく彼を罵った人｣，～ayaamdkozesAga,

âyaamdriisAga,～ayaamArindAga;

omAAtuayeejAmaga「よく自分を罵った人」，～ayeekAzesAga,

~ayeerfisAga;

abAAtuabaajAmAga,～abaakozesAga,etc.;

abAntuabaamdjumAga,～abaamukozesaga,etc.;

abAntuabeej血塊a.～abeekozesAga,etc.

データがそろえば､調整規則XVIIIの内容が変化するであろう。また､～CVXagaという

より、～C<(6xAgaで表示すべきものである可能性もある。

§5－1－3．近過去形

§2－3－1の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞＋（対格接辞＋）語幹+irege

という構造を有する。単数3人称（クラスI)とクラスV/XIIの冒頭母音＋主格接辞の形

はa/eである。*s,であらわす。アクセントは、次のように表示しうる。

*SiCV(R)ctfxCege(X=0なら、Ce'はC;となる。X=0ならdもZでありうるが､R

があらわれ､最初のcvはcv'となりCe'はdfとはならない。「調整規則XIX」と呼ぶ),

*S,OCV(R)XCege(X=0なら､iがあらわれ､＃はRとなる。「調整搬IXX｣と呼

ぶ)，

*S,yectf(R)XCege(+XX);

VSzClKRHCege(+XX),VŜXCAge,VS2eĈ(R)XCege(+XX).
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omAiituarfirAge「食べた人｣，～aju㎡r蝿e｢罵った人｣，～akozesezAge,

~ariisfẑge.～arinzfrAge,～asindfkirAge,～asiimwfirAge,

~azingArwiirege;

omuAtuakirfirAge「それを食べた人」，～amujAmirAge「彼を罵った人」，

âmukAzesezAge,～amurffsizege,～amurfnzirAge,～amusfAdikir̂ge,

-̂amusfimwiirAge,～akizfAgurwiirege;

om仙uayejAmirAge「自分を罵った人々」，～ayekAzeseẑge,～ayerffsiẑge.

~ayesfimwiirege;

abAAtuabarfirege「食べた人々」，～abajAmirege｢罵った人々」，

~abak̂zesezege.～abarffsizege.～abarfAzirAge,～abasfAdikirAge,

âbasffmwiirege.～abazfAgurwiii4ge;

ab銃mabakｲriirAge「それを食べた人々」，

~abamÂjumirAge｢彼を罵った人々」，～abamAkozesezAge.～abamAriisizege,

~abamArinzirAge,～abamAsindikirAge,～abamAsiimwiirAge,

~abakfzingurwiirege;

abAAtuabeejAmirege「自分を罵った人々」，～abeek6zesezege.

~abeerffsizAge,～abeesｲ伽iirege.

§5－1－4．現在完了形

§2－2－1に見た形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞＋（対格接辞＋）語幹+ire

という構造を有する。アクセントは、次のように表示しうる。データが一部で(okuryaに

関して）不足している。

Ŝ,CV(R)cM)X(X=0なら、(《)は(R)となる。「調撤測XXI」と呼ぶ),

*S,OCtf(A)X(+XII),*S,yectfrf)X(+XII);

vszctfdbx(+xn),vsz血VSzeClfCRH(+XII).

omdfituajumfre「罵った人」，～akozAseze,～ariisfze,～arinzfre,

~asindfkire,～asiimwfire.～azingArwiire;

0㎡ntuakirfire「それを食べた人」，～amujAmire「彼を罵った人」，

~amukAzeseze,～amurｲｲsize,～amurfnzire,～amusfAdikire,

âmusf｛mwiire,～akizfAgurwiire;



omdntuayejAmire「自分を罵った人」，～ayekozeseze,～ayerfｲsize.

~ayesfimwiire;

abAiftuabarfire「食べた人々」，～abajAmire「罵った人々」，～abakozeseze.

~abarffsize.～abaHAzire,～abasffidikire,～abas侭mwiire.

~abazfAgurwiire;

ab&fituabakfriire「それを食べた人々」，～abamAjumire「彼を罵った人々」，

~abamdkozeseze.～abamdriisize,～abamArinzire,～abamAsindikire,

~abamAsiimwiire,～abakfzingurwiire;

abAntuabeejAmire「自分を罵った人々」，～abeekAzeseze,～abeerffsize.

~abeesffmwiire.

§5－1－5．現在形

§2－1－2に見た形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞＋（対格接辞＋）語幹+a

という構造を有する。アクセントは、次のように表示しうる。データが一部で(okAryaと

okAjumaに関して)不足している。

Ŝ,CVctf(R)X(+IX)/̂s.cvRĉcfox(+II).̂s,oĉd)x(+X),

Ŝ,yeCtf(R)X(+X);

VSzCkhl(X=Caなら、(.hは(R)となる。「調整棚ﾘXXII」と呼ぶ),

VSzdx,VSzeCVcfox(+XXII).

omdiituakAzesa｢雇う人｣，～arfisa.～arfnda.～asindfka.

'̂asiimAura,～azingArura;

omddtuakｲry＃「それを食べる人｣，～amdjuma｢彼を罵る人」，～amuk(fzesa.

~amurfisa,～amurfnda.～amuslAdika,～amusｲｲmuura.

âkizf̂gurura;

omAAtuayAjAma「自分を罵る人｣，～ayekAzesa,～ayeriisa.～ayesffmuura;

abidtuabajAma「罵る人々」，～abakAzesa,～abarfisa.～abarｲnda.

âbasfAdika,～abasffmuura.～abazfAgurura;

abAAtuabakfrya「それを食べる人々」，～abamAjuma｢彼を罵る人々」，

~abamAkozesa,～abamAriisa,～abamurinda.～abaidusindika.

'-'abamAsiimuura.～abakfzingurura;
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abAntuabeejdma「自分を罵る人々」，～abeekozesa,～abeerfisa.

âbeesffmuura.

データがそろえば、調整規則XXIIの内容が変化するであろう。また、IXが完全に適用さ

れるかどうかが分かる。

§5－1－6．現在進行形

§2－1－3の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+ku+(対格接辞+)語幹+a

という構造であり、アクセントは、次のように表示しうる。

"iikuckkin(+IX)/'S,kuCVRCV(R)X(+II),̂ikuOCV(R)X(+X).

Ŝ,kweeClf(R)X(+X);

vLkuckkin(+IX)/V̂zkuCVRCVCfox(+II),V̂2kuOCvd)X(+X).
ノ ノノ

VS2kweeCV(R)X(+X).

omuntuakurya「食べている人」，～Akujdma｢罵っている人｣，～AkukAẑsa.

~akurfisa.～Akurfnda.～Akusindｲka.～akusiimAura,～§kuzing伽ra;

omuntuAkukfrya「それを食べている人｣，～akumAjAma｢彼を罵っている人｣，

～Akumurfisa.～識umurfnda.～AkumusfAdika.～fkumusffmuura.

~akukizlAgurura;

omuntuAkweAjAma「自分を罵っている人」，～AkweekAzesa.～Akweerfisa.

'̂Akweesffmuura;

abAntuabakurya.～abAkujAma.～abAkuk6ẑsa.etc.;

ab̂ntuabakukfrya.～abAkumAjAma,～abAkumukAzesa.etc.;

abAiftuabAkweejuma,～abAkweekAzesa,etc.

§5－1－7．現在継続形

§2－1－4の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+kyaa+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

*S,kyaacfa(+VII),'S.kyaaOX,*S,kyayeX;

VSzkyaacfa(+VII),VSzkyaadx,VSzkyayeX.

omuntuakyaarya「まだ食べている人」，～akyaajAma「まだ罵っている人」，



~akyaakAzesa,～akyaarfisa.～akyaarfnda.～akyaasfndika.

~akyaasfimuura.～akyaazingurura;

omdntuakyaakirya「まだそれを食べている人」，

~akyaamdjuma「まだ彼を罵っている人」，～akyaamAkozesa,～akyaamdriisa.

~akyaamdrinda.～akyaamusindika,～akyaamijsiimuura,

'～akyaakfzingurura;

omAAtuakyayAjuma「まだ自分を罵っている人｣，～akyayekozesa,

~akyayAriisa,～akyayAsiimuura;

abAAtuabakyaarya.～abakyaajdma,etc・

§5－1－8．未来形（1）

§2－1－5の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+kwiija+ku+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

Ŝ,kwiijakuCtfrftf)X(+I)/*S,kwiijakuCVRcW)X(+II),

'S,kwiijakuOCV(R)X(+III),*S,kwiijakweecW)X(+III);

VSakwiijakuCVctf(R)X(+I)/V̂kwiijakuCVRcW)X(+II),VS2kwiijakuCfCf(i)X（＋l）／V§2kwiijakuCVRCf(6X（＋11)，

VSzkwiijakuOcM)X(+III),V&kwiijakweecW)X(+III).

omdntuAkwiijakdry3｢食べる人」，～fkwiijakAjAma「罵る人」，

'-AkwiijakukAzesa,～Akwiijakurｲisa.～Akwiijakurfnda,

~akwiijakusindfka.～AkwiijakusiimAura,～akwiijakuzingurura;

omAAtuAkwiijakAkfrya「食べる人」，～fkwiijakumAjAma「彼を罵る人｣，

～Akwiijakumuk6zesa，～Akwiijakumurfisa.～§kwiijakumurｲnda,

～6kwiijakumus他ika，～伽iijakumusffmuura.～AkwiijakukizfAgui～§kwiijakumusfAdika,～伽iijakumusffmuura.～AkwiijakukizfAgurura;

omuAtuAkwiijakweAjAma「自分を罵る人｣，～AkwiijakweekAzesa.

~Akwiijakweerfisa.～akwiijakweesffmuura;

abAAtuabAkwiijakurya,etc.

§5－1－9．未来形（2）

§2－1－6の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+raa+(対格接辞+)語幹+a
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という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。データが一部で(okArySに関

して）不足している。

.'Siraactfdbx(+XXII),*S,raa6x,、SirayeX;

VSzraaClfa&X(+XXII),VSzraadx,VSzrayeX.

omAntuaraajuma「罵る人｣，～araakozesa,～araarfisa.～araarfnda.

~araasfAdika,～araasffmuura,～araazfAgurura;

omAAtuaraakfrya「それを食べる人」，～araamAjuma「彼を罵る人」，

~araamAkozesa,～araamuriisa,～araamArinda,～araamusindika,

~araamAsiimuura.～araakfzingurura;

omAntuarayAjuma「自分を罵る人」，～arayekozesa.～arayAriisa,
〃．．

~arayesiimuura;

abAntuabaraajAma,etc.

データがそろえば、調整規則nIIでよいかどうかが分かる。

§5－1-10．遠未来形

§2－1－7の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+ri+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは､次のように表示しうる。データが一部で(okuryaに関

して）不足している。

Ŝ,ricM)X(+XXII),'S.ridx,̂S,ryeeCV(R)X(+XXII);
′

VSzrCx.VSzrfoX,

VSzryAeX(X=Caなら直前の6はeとなる。「調整規則XXIII」と呼ぶ).

omuntuarijAma「罵る人」，～arikAzesa,～arirfisa.～arirfnda,

ârisfAdika,～arisｲｲmuura.～arizfAgurura;

omiîtuarikfrya「それを食べる人」，～arimdjuma「彼を罵る人」，

ârimdkozesa.～arimdriisa.～arimdrinda.～arimAsindika.

âriffldsiimuura.～arikfzingurura;

omdntuaryeejAma「彼を罵る人」，～aryeekAzesa.～aryeerfisa.

~aryeesffmuura;

abAiituabarfjuma,～abarfkozesa,～abarfriisa.～abarfrinda.

~abarfsindika,～abarfsiimuura,～abarfzingurura;



ab&fituabarｲkirya.～abarfmujuma.～abanmukozesa.～abarfmuriisa.

~abarfmurinda.～abarimusindika.～abarｲmusiimuura,

~abarｲkizingurura;

abAntuabaryAAjuma,～abarŷAkozesa,～abaryAAriisa,～abaryAAsiimuura;

ekfAtuekiryAerya「自分を食べる物」．

§5－1－11．遠過去否定形

§5－1－1の形に対応する否定形は、

冒頭母音＋主格接辞+ta+a+(対格接辞+)語幹+ire

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

""SitaaxActfce/̂S.taaXĈCe,̂S.taaOXlfĉCe/''S.taaOXĈCe.

Ŝ.teexAĉCe/̂S,teeXĈVCe;

VSztaaXfcfce/VS2taaXĈCe.VS.taaOXfĉCe/VSztaaOXcfvCe,

VSzteeXfcfce/VSzteeXcfvCe.

omdAtuataarfire「食べなかった人」，～ataajAmfre「罵らなかった人」，

~ataakozAsAze,～ataarifsize.～ataariAzfre,～ataasindfkfre.

～ataasiimwfire，～ataazingurwfire;

omdkuataakirfire「それを食べなかった人」，

~ataamujumfre「彼を罵らなかった人｣，～ataamukozesAze,

~ataamurifsize.～ataamuridzfre.～ataamusindfkfre.～ataamusiinwfire.

~ataakizingurwfire;

omuntuateejAmfre「自分を罵らなかった人｣，～ateerifsfze.～ateekozeseze,

~ateesiimwfire;

abîtuabataarfire.～abataajifmfre,～abataakozAsAze,etc.

§5－1－12．遠過去経験否定形

§2－5－2の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+ta+ka+(対格接辞+)語幹+aga

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

*S,tAk&Xaga.̂S,takaOXAga,*S,takAeXAga;

VSztakaXaga,VSztakaOXAga,VS2takeeXaga.
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omAntuatAkAryaaga「食べたことがない人」，

âtAkkjumAga「罵ったことがない人」，～at&晩kozesAga,～atAkAriigga,

～at5k5rind3ga，～at̂kasindikaga,～atAkAsiimuuHiga,

～at5k3zingurur3ga；

omAntuatAkAkiryaAga「それを食べたことがない人」，

～at5k3muju血a｢彼を罵ったことがない人｣，～atakAmukozesAga,

~atAkimuriisAga,～atAkAmurindaga,～atakamusindikaga,

~at鋤細siimuuraga.～atAkakizingururaga;
／

omdntuatakeejum&ga「自分を罵ったことがない人｣，～atakeekozesaga,

~atAkAeriisaga,～at̂kAesiimuuraga;

abAntuabatAkAryaAga,etc.

§5－1－13．近過去否定形

§5－1－3の形に対応する否定形は、

冒頭母音＋主格接辞+ta+(対格接辞+)語幹+irege

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

'S.taXVCege.̂S.taOxfcege,̂S.teeX/cAge;

VSztaXfoege,VSztaOXfcege,VSzteeX̂Cege.

omdAtuatariｲr生e「食べなかった人｣，～atajumfrAge｢罵らなかった人｣，

~atakozeŝzege.～atariis'izege,～atarinzfrege,～atasindikfrAge,

~atasiimwifrAge,～atazingurwifrege;

omdntuatakirifrtjge「それを食べなかった人」，

~atamuju㎡r生e｢彼を罵らなかった人｣，～atamukozes働生e.

~atamuriisfzAge,～atamurinzfrAge,～atamusindikffAge,

~atamusiimwifrAge,～atakizingurwifr'ege;

omAAtuateejumfrAge「自分を罵らなかった人」，～ateekozesezAge,

～ateeriisｲzAge,～ateesiimwifrAge;

ab6AtuabatarifrAge,etc.

§5－1－14．斑完了否i定形

§5－1－4の形に対応する否定形は、



冒頭母音＋主格接辞+ta+(対格接辞+)語幹+ire

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

Ŝ.taxfce,*S,taOXtfce,̂S.teeX̂Ce;VSztaXlfCe,VSztaOX̂Ce,VSzteeXfae.

omAAtuatariｲre「食べなかった人」，～ataju㎡re「罵らなかった人」，

~atakozesAze,～atariis伽，～atarinzfre,～atasindik介e.

~atasiimwifre.～atazingurwifre;

omdntuatakirifre「それを食べなかった人｣，

~atamuju㎡re「彼を罵らなかった人｣，～atamukozeseze,

~atamuriisfze,～atamurinzfre,～atamusindikfre.～atamusiimwiire.

~atakizingurwifre;

omAAtuateejumfre「自分を罵らなかった人」，～ateekozesAze,

~ateeriisfze.～ateesiimwifre;

abAAtuabatarifre,etc.

§5－1－15．未然形

§2－2－3の形に対応する直接修飾形は、

冒頭母音＋主格接辞+ta+ka+(対格接辞+)語幹+ire

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

Ŝ,takaCV(R)Ĉ(lf)X(+XI).̂S,tAkaOCtf(lf)X(+XII).

Ŝ,takeec/(6x(+XII);

VS2takaCV(R)Ĉ(̂)X(+XI),VS2tAkAoctf(fox(+XII).

VS2tAkAeĈ({)X(+XII).

omdntuatAkAriｲre「まだ食べていない人｣，

âtikAju㎡re「まだ罵っていない人」，～atAkAkozAseze.～atAkAriisfze.

~atAkArinzfre,～atAkAsindｲkire.～atAkAsiimwfire,

~atAkAzingArwiire;

omfiAtuatAkAkirfire「まだそれを食べていない人」，

~atAkAmujAmire「まだ彼を罵っていない人」，～atAkAmukAzeseze,

~atAkAmurffsize,～atAk̂murｲAzire．～atakAmus仙ikire.

~atAkAmusfimwiire,～atAk̂akizｲAgurwiire;

omAdtuatAkAejAmire「まだ自分を罵っていない人」，～atAkAekAzeseze.
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~atAkAerffsize,～atAkesffmwiire;

abAftuabatAkAriｲre,～abatAkAjumｲre,～abat̂kAkozAseze,etc.

§5－1－16．現在否定形

§5－1－5の形に対応する否定形は、

冒頭母音＋主格接辞+ta+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

*S,taXlfca(+VI),*S,taOxfca(+VI).̂S,teexfca(+VI);

VSztaxfca(+VI).VSztaOxfca(+VI),VSzteeXlfca(+VI).

omufituat̂rya「食べない人｣，～atajAma｢罵らない人｣，～atakozAsa,

~atarifsa.～atariAda,～atasindfka.～atasiimmra.～atazingurAra;

omdntuatakfryf「それを食べない人｣，～atamujAma｢彼を罵らない人」，

~atamukozesa,～atamurifsa,～atamurifida,～atamusindfka.

~atamusiimuAra,～atakizingurAra;

omdAtuateejAma「自分を罵らない人｣，～ateekozesa,～ateerifsa.

~ateesiimuura;

abAntuabatArya,～abatajuma,～abatakozAsa,etc.

§5－1－17．現在進行否定形

§5－1－6の形に対応する否定形は、

冒頭母音＋主格接辞+taa+ku+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

*S,tAAkuCtfctftf)X(+IX)/*S,tAakuCVRC{f(ii)X(+II),

*S,taakuOcM)X(+X),*S,tAAkweerfd)X(+X);

VSztaakuCtfrfdU(+IX)/VSztAAkuCVRCftfox(+II),

VS2taakuOctftf)X(+X),VSztAAkweecMu(+X).

omdntuatAAkuryオ｢食べていない人」，～atAAkujAma「罵っていない人」，

~atAAkukAzAsa,～atAAkurfisa,～atAakurfnda,～atAAkusindfka.

~atAAkusiimdura,～atAAkuzingArura;

omdAtuatAAkukfry3｢それを食べていない人｣，

~atAAkumAjUma「彼を罵っていない人」，～atAAkumukAzesa,



～at苑kumurｲisa，～atÂkumurfnda.～ata'akumusiddika,～atAAkumusｲｲmuura.

~atAAkukiziAgurura;

omuntuatAAkweejuma「自分を罵っていない人」，～atAAkweekozesa.

~atAakweerfisa,～atAAkweesffmuura;

abAntuabatAAkurya,～abatAAkujAma.etc.

§5－1－18．現在継続否定形

§5－1－7の形に対応する否定形は、

冒頭母音＋主格接辞+ta+kyaa+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

*S,takyaactfx(+VI),*S,takyaa6x,̂S.takyayeX;

VSztakyaacfa(+VI),VSztakyaaOX,VSztakyayeX.

omAntuatakyaarya「もう食べていない人」，

~atakyaajAma「もう罵っていない人」，～atakyaakAzesa,～atakyaarfisa,

~atakyaarfnda.～atakyaasfndika.～atakyaasfimuura.

~atakyaazfngurura;

omuntuatakyaakfrya「もうそれを食べていない人」，

~atakyaamdjuma「もう彼を罵っていない人」，～atakyaamukozesa,

~atakyaamidriisa.～atakyaamurinda,～atakyaamusindika.

~atakyaamAsiimuura.～atakyaakfzingurura;

omdntuatakyayejuma「もう自分を罵っていない人」，～atakyayekozesa,

âtakyayAriisa,～atakyayesiimuura;

abAntuabatakyAarya,～abatakyaajliQa,etc.

§5－1－19．未来否定形

§5－1－9の形に対応する否定形は、

冒頭母音＋主格接辞+taa+(対格接辞+)語幹+e

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。データが一部で(okAryaに関

して）不足している。

*S,taaXfce,*S,taaOXfce,"S,teeXlfCe;VSztaaXlfCe,VSztaaOXfce,VSzteeXfce.

omuntuataajume「罵らない人｣，～ataakozAse,～ataarrfse,～ataariffde.
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~ataasindfke,～ataasiimuAre.～ataazingurure;

omAAtuataamujAme「彼を罵らない人」，～ataamukozAse,～ataamurifse.

~ataamuriAde,～ataamusindfke.～ataamusiimuAre,ataakizingu流re;

omAntuateejAme「自分を罵らない人｣，～ateekozAse,～ateerifse.

~ateesiimuAre;

abAAtuabataajAme,～abataakozAse,etc.

§5－1－20．遠未来否定形

§5－1-10の形に対応する否定形は、

冒頭母音＋主格接辞+ta+ri+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

、'S.tArfx.̂S.tAr伽,̂S.tAryAAx(+XXIII);

VSztarｲX,VS.t̂rfoX.VS2tAryAAx(+XXIII).

omAntuatarfrya「食べない人J.～at̂rfjuma｢罵らない人｣，～atArfkozesa,

~atA'ririisa.～atArfrinda.～atArfsindika.～at＆ｲsiimuura,

âtArizingurura;

omAlftuatArfkirya「それを食べない人｣，～a賊ｲmujuma｢彼を罵らない人｣，

～a肋ｲmukozesa.～a曲ｲmuriisa.～atArmurinda.～atArfmusindika.

~atArｲmusiimuura,～atArfkizingurura;

omAAtuatArŷAjuma「自分を罵らない人｣，～atAryÂkozesa,～atArVeiAriisa,

'̂atAryAAsiimuura;

abAntuabatArfrya,etc.;

ekfiftuekitAryAerya「自分を食べない物」．

§5－2．間接修飾形

次に、動詞のあらわす行為の主体が被修飾名詞のあらわすものと一致しない場合（「間

接修飾」と呼ぼう）を見ることにする。なお、被修飾名詞と動詞の間に、関係代名詞が立

つのが普令通であり、その形は被修飾名詞の属するクラスに対応して、次の如くである。

Io(w)u.IIogu,IIIeri,IVeki.Veyi,VIoru,VIIaka,VIIIobu.

IXoku,Xotu.XIaba.XIIegi.XIIIaga.XIVebi.XVezi,XVIobu.

動詞間接修飾形は、冒1頭母音があらわれない点が異なるだけで構造は直接修飾形と同じ



であるが、アクセントは，直接修飾形と同じもの、直説法形と同じもの、どちらとも異な

るものがある。なお、当然のことだが、動詞間接修飾形の主格接辞の場合は、被修飾名詞

に呼応するのでなくて、行為の主体に対応する。例では、被修飾名詞師bwa｢犬」、動詞

okurAeta「連れてくる」で示すことにする。表中「直接修飾形に同じ」というのは、冒頭

母音があらわれないだけで構造もアクセントも直接修飾形に等しいことを示す。

遠過去形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiyareesere「彼が連れてきた犬」

embwAeyibaareAsAre「彼らが連れてきた犬」cf.5-1-1.

遠過去習慣形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiyaarAetAga「彼がよく連れてきた犬」cf．§5－1-2.

近過去形SXlfcAge,SOXfcege,SeXCAge.

例:embwaeyiareeserAge「彼が連れてきた犬」

現在完了形SXfe,SOXtfCe,SeXfce.

例:embwAeyiareesAre「彼が連れてきた犬」cf.2-2-1.

現在形SXfca(+V),SOXfca(+VI),Se](RCa(+VI)

例:embwAeyiareAta「彼が連れてくる犬」cf.2-1-2.

現在進行形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiAkurAeta「彼が連れてきている犬」cf.5-1-6.

現召継続形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiakyaarAeta「彼がまだ連れてきている犬」cf.5-1-7.

未来形（1）直接修飾形に同じ

例:embwAeyiAkwiijakureeta｢彼が連れてくる犬」cf.5-1-8.

未来形(2)SraaXfca(+VIII),SraaOXfca(+VI),SrayeXfca(+VI).

例:embwAeyiaraareeta「彼が連れてくる犬」cf.§2－1-6.

遠未来形SriXlfCa(+VI),SriOXfca(+VI),SryeeXRCa(+VI).

例:embwAeyiarireAta「彼が連れてくる犬」cf.2-1-7.

遠過去否定形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiataareAsAre「彼が連れてこなかった犬」・Cf．§5－1-11.

遠過去経験否定形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiatAkAreetaga「彼が連れてきたことがない犬」

cf．§5－1－12．

（
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近過去否定形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiatareesArege｢彼が連れてこなかった犬」cf．§5－1－13．

環在完了否定形直接修飾形に同じ

例:embwaeyiatareesAre｢彼が連れてこなかった犬」cf．§5－1－14．

未然形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiatAkareesere｢彼がまだ連れてきていない犬」

Cf．§5－1－15.

現在否定形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiatareeta｢彼が連れてこない犬」cf.5-1-16.

現在進行否定形直接修飾形に同じ

例:embwaeyiataakureeta「彼が連れてきていない犬」cf．§5－1－17．

現在継続否定形直接修飾形に同じ

例:embwaeyiatakyaar̂ eta「彼がもう連れてきていない犬」Cf．§5－1－18．

未来否定形直接修飾形に同じ

例:embwaeyiataareAte「彼が連れてこない犬」Cf．§5－1－19．

遠未来否定形直接修飾形に同じ

例:embwAeyiat金ｲreeta「彼が連れてこない犬」Cf．§5－1－20．

§6．その他の形

§6－1．継起過去形

「（～した。そして）～した」ということをあらわす形があり、

主格接辞+a+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有する。主格接辞+aの形は、単数1～3人称でnyaa/waa/yaaであるが、あら

ゆる場合に再帰接辞の前で短くなる（と解釈する）。アクセントは、次のように表示しう

る。

SaCVX(X=0なら､cvはcvとなり､話は§aとなる。「調整規則XXIV｣と呼ぶ｣，

SaOX,SayeX・

twAarya「そして私たちは食べた」,twAAjAma「そして私たちは罵った」，

twAAkozesa,twAAbAhoora,twaasfimuura;

tw紬ｲrya「そして私たちはそれを食べた」，



twAamAjuma「そして私たちは彼を罵った」,twAAmdkozesa,tw猫㎡bohoora.

tw&血usiimuura;

twAyejuma｢そして私たちは自分を罵った｣,twAŷkozesa,twAyfcbohoora,

twAVesiimuura.

§6－2．腿過去否定形

「（～した。そして）～しなかった」ということをあらわす形があり、

ti+主格接辞+a+(対格接辞+)語幹+a

という構造を有する。アクセントは、次のように表示しうる。

ti§§cfa(+XXIV),ti§紬,USayeX.

titwAarya「そして私たちは食べなかった」，

titwAAjdma「そして私たちは罵らなかった」,titwaakozesa,titwaAbAhoora.

titwAAsiimuura;

titŵ Akfrya「そして私たちはそれを食べなかった」，

titwAAmAjuma「そして私たちは彼を罵らなかつった」,titwAAmAkozesa,

titw3血ｲbohoora,titwAAmAsiimuura;

titwAyAjuma「そして私たちは自分を罵らなかった」,titwAykozesa,

titwAyAbohoora,titwAyAsiimuura.

§7．若干の補遺

+hは

N+母

§7－1．単謝il人称主格・対格接辞のN

Nは、多くの子音の前では，子音前鼻音であらわれるが、N+rはndとなり、N

mpとなる。ただし、子音:前鼻音は、語頭では発音されないこともあるようである。

音はny+長母字音となる。。

以下に、主格接辞の例をあげておく。

njuma「私は罵る」 okAjuma)

ndAeta「私は持ってくる」 okurAeta)

mpa 「私は与える」 okuha)

nyaan鮒｢私は干す」 okwaanfka<oku-釦ｲka)

（以上、§2－1－2§2－1－2参照）
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§7－2．母亭音はじまり語幹§

語幹が母音ではじまる場合のデータは不十分であるが、分かっている点を述べる。

母音はじまり語幹の最初の母音は、（§7－1で見た単数1人称主格・対7格接辞を除い

て）主格接辞・対格接辞・cvからなるその他の接辞がある場喫合、Ci/Cu+VはCyW/CwW(た

だし、Ci+iはCii、Cu+uはCuu)となり、Ca+VはCW(ただし、Ca+iはCai)となる。また、そ

の主格接辞が母音だけであると（つまり、s,の場合）その間にyがはいる。

アクセントは､ctf+ifはcWに､ctf+Vはctfvに､cv+tfはcvtfに､CV+Vはcwにな

ると考えられるが､ctfv/c価は､あとに低いcvのみが続くとctfvに､それより大きい低い

ものが続くと耐になると考えられる。（この点は､cvWについてもいえる｡）

okwAebwa「忘れる」(<okwAebwa<oku-ebwa・cf.okAjuma．）

次に､現在形で例をあげる。アクセントは、§2－1－2に見たように､Sxfcaである

はずである。

ayAta(<a-eta)「彼は呼ぶ」,tweAtA｢私たちは～」,beAta「彼らは～」

ayanfka(<a-anfka)「彼は干す」,twaan鮒｢私たちは～」，

baan血オ「彼らは～」

baimtfka「彼らは起き上がる」

このアクセント((C)V(y)fca,(C)V<y)Vcfca)については､どうしてこうなるのか(特

に､どうして末尾が下降調なのか）、データ不足のためよく分からない。

§7－3．二謝格接辞

この言語では、対7倍接辞が2つあらわれることが可能である。前に立つほうを0,,後に

立つほうを02であらわすと、0,は行為の直接の対象を示し、02はその対;象が向かう対:象を

示す。

akakｲmpa(<aka-kf-N-pa)「彼はそれを私に与えた」．

0，には次のような制限があるようである。

(1)単数1人耐格接辞は、0.にはなりえない。

（2）複数1人称対格接辞は、02が単数3人称対格1尭倖の場合、0,にはなりえない。

アクセントは、かなりのブレが認められるが、次の如くであると解釈される。0が1つ

だけの場合を基準にし、動詞okurAeta「持ってくる」とokureetAra「～に持ってくる」

を例に用いて示す。

(a)0が低く、次も低い場合:0,02



turaakikureetAra「私たちはそれをあなたに持ってくる」

cf.turaakireAta「私たちはそれを持ってくる」（§2－1-6)

(b)0が低く、次の1音節が高い場合:6162となり、次の音節が低くなる。

tukakfkHreetera「私たちはそれをあなたに持ってきた」

cf.tukakirAeta「私たちはそれを持ってきた」 （§2－1－1）

(c)0が高く、次が低い場合:fi,02

tukyaakfkureetera「私たちはまだそれをあなたに持ってきている」

cf.tukyaakfreeta「私たちはまだそれを持ってきている」

（§2－1－4）

なお､最初の例がakakfrfipaでないのは､C鮪はあとに低いcvしか続かないとchになる

というこの言語の一般的規則に従ったものであろう。§7－2参照。

§7－4．目的語力輔く場合のアクセント

動詞活用形に目的語が続く場合、次のようなアクセント変化が生じる。アクセント表示

が特定の母音を用いてなされている形の場合、母音はすべてV/Rと読み替えてほしい。

(1)アクセントが~CV(R)XでXがcvのため(If)が(R)になっている場合､目的語が続くと

rf>は(R)であらわれる。

akurinda～「彼は～を待っている」cf.akurfnda. （§2－1－3）

(2)アクセントが~X鮒あ場合､目的語が続くと~xcvとなる。

araarinda～「彼は～を待つ」cf.araariAda. （§2－1－6）

otakozesA～「～を雇うな」cf.otakoz鮒．（§3-2)

(3)主格接辞と（対格接辞+)語幹の間に何もないか、kaしかない肯定形は、目的語が続く

と一般に低く平らとなる。

akakozesa～「彼は～を雇った」．cf.akakAzAsa.

akatureetera～｢彼は私たちに～を持ってきた」.cf.akaturAetera.

（§2－1-1)

akozesa～「彼は～を雇う」cf.akozAsa.

atureetera～「彼は私たちに～を持ってくる」cf.atureetAra.

（§2－1－2）

akozeseze～「彼は～を雇った」cf.akozesAze．（§2-2-1)

アクセントが~xfcfcvのものについては､調査もれである｡変化しないのではないかと
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考えられる。

おわりに

以.上の分析は、今回の調査で収集したデータに基づく、現時点でできる限りの分析であ

る。なお、本論文のように子音前鼻音を調素（「高」「低」など）の担い手と考えるので

はなく、子音前鼻音の前の母音を長いとし、長母音を調素2つの担い手と考えて記述する

ことも可能であり、どちらが妥当であるか、結論は得られていない。ただ、そのやり方で

は、この言語に近いチガ語の場合うまく行かないので、本論文でも、子音前鼻音を調素の

担い手と考える記述方法を採った。

以_上見たような動詞各活用形のアクセントがどのように決定されているか、その決定の

され方がどの程度に規則的であるかといった検討は、後の機会に譲らざるをえない。しか

し、次のようなことはいえる。すなわち、個々の活用形だけを見るだけなら、アクセント

の決定のされ方が、かなり規則的に思われるが、全体を通じて一貫した規則があるかとい

うと、そうは思えない｡たとえば､語幹+aのアクセントが直説法形でcfcv(R)X/CVRCV(R)X

〃cfa//xfcaの最低3種類あり、どの形ではどれかということは決まっていても､前方

の接辞のアクセントの影響で一つから他が生み出されるという解釈が妥当性のあるものと

しては困難である。この点からいっても、この言語の動詞アクセントは完全に規則的には

決定§されていないといえる。’2）

また、この言語は、動詞自体のかつてのアクセントの対立を失っている点では単純化し

ているといえるが、ここに見た如く、それに伴って動詞アクセントの全体が単純化してい

るというわけではない、という状態を呈している。



注

1）この言語の調査は、東京外大AA研加賀谷良平教授を研究代表者とする文部省科学研

究費補助金国際学術研究（学術調査）によるヴィクトリア湖周辺パントゥ諸語の調査の

一環ととして、1999年にウガンダで行った。この言語のインフオーマントは、1978年に

Masindiに生まれ、Hoimaで育った、Mr.MuhumuzaTomである。父親はニョロ族、母親

はトーロ族である。

2)w/yは、半母音としても用いられる。半母音のあとでは、語末にある場合、および、

若干の場合を除いて、原則として母音が長くなるとアクセントの面から解釈される。母

音自体は特に長く発音されるわけではなく、むしろ半母音のほうが母音に近く発音され

る。nyで表記した音は、半母音yを含むものではない。

子音前鼻音は、次の子音と同じ位圃で閉鎖を形成する鼻音で、同一音素と考えるべき

であるが、唇子音の前で、、その他で、で表記する。

3）動飼のあらわす行為の主体たる人称もしくは主体をあらわす名詞のクラスに呼応して

音形交替する部分を主格接辞、行為の対象たる人称もしくは対象をあらわす名詞のクラ

スに呼応して音形交替する部分を対格接辞と呼ぶことにする。人称主格・対格接辞とク

ラス主格・対格接辞を分けてあげているが、本質的には同種のものである。

4)Nは子音前鼻音。この主格接辞・対格接辞の形は、直後の音によって若干の変異を示

す。§7－1参照。

5）「クラス」というのは、印欧語等に見られる「性」に似た名詞の下位範鴎であるが、

名詞のあらわすものの自然的性には関係がなく、かつ、「性」よりずっと数が多い。

6）行為の主体が何であっても、形は不変である。

7）この命名は、この言語に限る。他の言震で筆者がs,/s.と名付けているものとは一致

しない。

8)A型というのは、パントゥ祖語の段階で語幹第一音節の高かった動詞の系統をひくも

の、B型というのは、パントゥ祖語の段階で震幹第一音節を含めて低く平らであった動

詞の系統をひくものである。なお、本畿文における実例は、ほとんどが元来のA型の動

詞を用いているが、元来のB型動詞もアクセントの点では同じであることを確認した上

でのことである。元来のB型動詞で調査に用いたのは、

okfigvar落ちる、倒れる」.okugura『買う」．okurAra「見る」，

okubfnga「追う」.okubduha「吹く」．okurtD<jra「仲裁する」，

okuhindura「換える」

等々である。

9）インフォーマントの母がトーロ族出身であることに注意せよ。インフォーマント自身

ニョロ震とトー口語をともに話すが、その違いについては、はっきり意識していた。た

だし、時に混同したかも知れない。特に、母音の長短と、低い音節と明らかに高い音節

の間の音節の高低が聞き取りにくく、かつプレていた。

10）「調整規則」というのは、同じ型に属するもののアクセントを統一的に表示した場合

に、主として語形が短い時に鯛整的言明が必要になることがあるが、それをさす。本賎

文では、本質的に同じ規則と考えられるものであっても、語尾が別だったり、語幹十語
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尾のアクセントが異なれば、閏整規則にも別の番号を与える。

11）データにある、ここに肥したアクセントとは異なるアクセントで発音された単震例を

若干あげておく。

okuruka｢縫う」

okuhfka「合う」

okuchdmita「つきさす」

okutogota「ゴトゴト煮える」

okuhutaaza「怪我させる」

okujunbfka「熱い灰の中で焼く」

特に、最後の例のようなものが目につく。CVRで鱈幹がはじまる場合のアクセントが、

cnckinとcvAcv(B)xの間で揺れており、過渡期にあるのかも知れない。ただし、そ

の過渡期がCVRctf(A)Xからcfachinへの過渡期なのか、c(rcv(r)xからCVRcf(if)X̂
のそれなのか、よく分からない。

ところで、これらを見て、元来のA型B型の対立が残っているのではないかと思う人

もいるかも知れないが、チガ雷などのA型B型とは全然対応しない。トー口磨の発音か

とも思われるが、トー口麗の場合だと、

okuXCy(A)Ca

で統一されているので、okuhfka・okutogbta以外は、それでは解釈できない。従って、

これらは単なるプレであると解釈する。

なお、不定形から冒頭母音oを取り去った形を用いた活用形がいくつかあるが、それ

らのアクセントは、比較的安定している。不定形のアクセントが本文に肥述したような

ものであろうという推定は、そうした活用形のアクセントの検討に基づいている。不定

形から冒頭母音oを取り去った形を用いた活用形のアクセントは、不定形自体のアクセ

ントとの関係でそれらを明示するため、ややくどくなるのを承知で、本飴文では実例を

省略せずに示すことにする。

12）どうしてそういうことでよいのかという問題であるが、言語としては、単膳にほぼ該

当するもののアクセントは一定の規則にかなり沿ったものでなければならないが、単譜

のアクセントがそれを栂成するもののアクセントから完全に規則的に形成されているこ

とが必要というわけではないことによる。ここでは、「単語にほぼ該当するもの」とい

うのは動詞活用形にあたり、「それを構成するもの」というのは、主格接辞とか、時称

接辞、対格接辞、語幹、賠尾、否定接辞等々のことである。このことは、次のように考

えると分かりやすい。動飼の活用形は、決してそのすべてが同時に形成されるわけでは

ない。従って、ある活用形が形成された時に樫能していたアクセント規則と、別の活用

形が形成された時に機能していたアクセント規則が同じものであると常にいえるわけで

はないのである。なお、同じ時期に形成される複数の活用形に働くアクセント規則が必

ず同じものであるということも、証明されているわけではない。
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